
巻頭言

　「農業経営の継承問題」といえば、規模の零細性や
収益性の低さなどに起因する「後継者不足の問題」
と考える人が、おそらく現在でも多いだろう。この問
題が解消されたわけではないが、私は他にも注目し
なければならない問題があると考えている。
　長い時間をかけて農業法人などへ農地が集積し、
集落営農の法人化も進んできた。これは、少数の担
い手に我が国の農業・農地を託すということでもあ
り、そこでの経営継承の不調、すなわち、代替わり
はしたもののその後経営が傾くといった事態は、地
域の農業や農地にきわめて大きな影響を及ぼす。
　実際に一部の農業法人は、すでに「誰でも継ぐこ
とができる」ような事業規模、事業内容ではなく
なっている。北陸のある若手農業経営者は、自社の
従業員の育成に注力しており、農場長として30ha
規模の農場を率いていけるような人材はすでに複数
名育っているとしつつも、「販売面を含めそれらを
まとめて法人全体を統括する、自分の代わりとなる
人材をあと20年で輩出できるかは自信がない」と
語ってくれた。地元の有志で構成された農業法人の
経営者も、今のメンバーから自分の代わりを出すの
は難しいと考えており、ヘッドハンティングに期待
しているようであった。トップマネジメントとして
適切な人材を見つけ、育成し、代替わり後も円滑な
経営運営が可能となるような対策をとっていくこ
と、これらを長期的な計画のもとで行っていくこと
が、これまでにも増して重要になっている。
　農業経営学を専門とする研究者の間では、こう
いった農業経営の大規模化に伴う継承問題に関し
て、新たな研究が進められてきている。取引費用等
の観点から理論的な説明が試みられ、また、トップ
マネジメント育成の前段階として、経営幹部の育成
を視野に入れた人材育成の研究が行われている。具
体的には、先進的な農業経営での人材育成施策や人
的資源管理の実態把握をはじめとして、従業員満足
度や組織文化との関連に着目した研究などがある。
さらに、そのような「人」の育成にとどまらず、企
業の農業参入やその際の手法としてのM&Aも注目
されている。このM&Aについては、日本農業経営

学会で２年に渡ってシンポジ
ウムのテーマとなり、経営継
承の手法として、また経営成
長の手法として先進的な農業
経営にどのように位置付けら
れるのかなどが、コンサルタ
ント等の実務家や農業経営者
を交えて議論された。
　今後はこれらの研究に加え
て、トップマネジメントの育
成と交代そのものを対象とした研究が望まれる。
トップマネジメントとしての能力をどう養成するの
か（そもそもそれは本当に可能なのか）、適切な交
代のタイミングとは、先代の望ましい退き方とは、
といったことを理論的な裏付けを持ちつつ実証して
いく必要がある。
　このような研究課題に取り組むには、先進的な農
業法人だけを対象にするのではなく、異業種の中小
企業との比較研究や、一般経営学の研究者との交流
が有効かもしれない。私が研究者を志した30年近く
前には、農業経営の法人化自体がまだ珍しい時代
で、農業経営と一般企業との比較研究というのはあ
まり現実味がないことであった。一般企業に関して
も、当時は「相続税対策」や「経営者の心構え」な
ど実務的な出版物が多く、マネジメントのあり方を
学術的に扱ったものはほとんどなかった。しかし、
一般の中小企業でも後継者不在という事態が広がる
中、ファミリー企業の継続等の観点から「事業承
継」を扱う学会が増えてきている。海外では経営者
の引退に関する研究も一定の蓄積があり、そういっ
た一般経営学の理論や実証研究にも目を向ける必要
があるだろう。
　そのような比較研究は、農業経営あるいは農業経
営学の独自性、特殊性をあらためて考えることにも
つながる。現代の農業経営、特に農業法人は、一般
経営学で扱う様々な産業の一つということでもう説
明できるのか、それでは説明できない特殊性を持ち
続けているのか、いずれ向き合わなければならない
テーマであろう。

変わる「経営継承問題」と
これからの農業経営研究

琉球大学　農学部　准教授　山本　淳子

－1－ No.116 2023.11





アクセシビリティレポート





		ファイル名 : 

		231130_pr116_01.pdf









		レポートの作成者 : 

		



		組織 : 

		







[環境設定／ユーザー情報ダイアログで個人と組織の情報を入力します。]



概要



文書のアクセシビリティの完全性を損なう可能性がある問題点が検出されました。





		手動チェックが必要: 2



		手動チェックに合格: 0



		手動チェックに不合格: 0



		スキップ: 1



		合格: 28



		不合格: 1







詳細レポート





		文書





		ルール名		ステータス		説明



		アクセシビリティ権限フラグ		合格		アクセシビリティ権限フラグの設定が必要



		画像のみの PDF		合格		文書が画像のみの PDF ではない



		タグ付き PDF		合格		文書がタグ付き PDF である



		論理的な読み上げ順序		手動チェックが必要		文書構造により論理的な読み上げ順序が決まる



		優先言語		合格		テキスト言語の指定



		タイトル		合格		文書のタイトルがタイトルバーに表示されている



		しおり		合格		大きい文書にしおりが存在する



		色のコントラスト		手動チェックが必要		文書の色のコントラストが適切である



		ページコンテンツ





		ルール名		ステータス		説明



		タグ付きコンテンツ		合格		すべてのページコンテンツがタグ付けされている



		タグ付き注釈		合格		すべての注釈がタグ付けされている



		タブの順序		不合格		タブの順序と構造の順序が一致している



		文字エンコーディング		合格		確実な文字エンコーディングの指定



		タグ付きマルチメディア		合格		すべてのマルチメディアオブジェクトがタグ付けされている



		画面のちらつき		合格		ページで画面のちらつきが発生しない



		スクリプト		合格		アクセシブルではないスクリプトなし



		時間制限のある応答		合格		ページが時間制限のある応答を必要としない



		ナビゲーションリンク		合格		ナビゲーションリンクが繰り返し使用されていない



		フォーム





		ルール名		ステータス		説明



		タグ付きフォームフィールド		合格		すべてのフォームフィールドがタグ付けされている



		フィールドの説明		合格		すべてのフォームフィールドに説明がある



		代替テキスト





		ルール名		ステータス		説明



		図の代替テキスト		合格		図に代替テキストが必要



		ネストされた代替テキスト		合格		読み上げられない代替テキスト



		コンテンツに関連付けられている		合格		代替テキストはいくつかのコンテンツに関連付けられている必要がある



		注釈を隠している		合格		代替テキストが注釈を隠していない



		その他の要素の代替テキスト		合格		代替テキストが必要なその他の要素



		テーブル





		ルール名		ステータス		説明



		行		合格		TR が Table、THead、TBody または TFoot の子である必要がある



		TH と TD		合格		TH と TD が TR の子である必要がある



		ヘッダー		合格		テーブルにヘッダーが必要



		規則性		合格		テーブル内の各行の列数と各列の行数が同じである必要がある



		概要		スキップ		テーブルに概要が必要



		箇条書き





		ルール名		ステータス		説明



		箇条書き項目		合格		LI は L の子である必要がある



		Lbl と LBody		合格		Lbl と LBody は LI の子である必要がある



		見出し





		ルール名		ステータス		説明



		適切なネスト		合格		適切なネスト










先頭に戻る

